施設処遇会議　議事録

H18.8.21　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　出席者：C.E.O・村田I.O.O・江刺家I.O.O・

長谷部G.O.M・小田・金澤・小坂・山口・三浦・佐々木

（欠席者：秋山Ｇ.Ｏ.M・清水GMO・壬生・山田・小松）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：佐々木

注意事項

・会議資料回覧は、前の週の水曜日には回覧し、出席者に情報を提供しておく。

・家族構成（特にキーパーソン等）・家族歴等は詳細に記入する。

議題

１：平　　康子様（青明舎利用者様）の処遇について

２：繁名　和恵様（青山荘入所者様）の処遇について

３：倉石　ヨシエ様（青風荘利用者様）の処遇について

１：平　康子様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

1 自室の清掃

介入方法→・GH訪問時に清掃状況の確認と清掃の促し

· 清掃方法、衣類の収納等の指導

②　GH内の対人関係

介入方法→・訪問時に一週間の様子について話を聞く。

　　　　　・何かトラブルが起こったら本人から青明舎職員に相談してもらう。

＜評価＞

　　青山荘入所中の介入方法等の情報収集を行い、能力分析を踏まえたうえで介入していく必要がある。支援が途中で切れることなく、GHでも世話人に情報を提供し、声掛けや実際の支援を日常的に継続して行う事が効果的なのではないか。能力を見極め、必要な方法・手段を選んで支援を行う。（何が出来ないのか。どうすれば出来るようになるのか。）

　　対人面については、依存的な傾向（～してくれない…。等）があり、それでは対人関係は成り立たない事を伝え、スキルをSST等で習得する。デイケアとも連携し、学習の場を設ける。既に出来上がっているグループに新しい人が入るときに、スタッフが間に入り、どういったサポートが必要か検討する必要もある。グループの効果を利用していく。

２：繁名　和恵様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

　　①日常生活リズムの不安定

介入方法→・一日の流れにそって規則正しい生活をしていただくよう、個別のスケジュール表を作成。

　　　・デイケア通所という目標に沿い、本人の体調や希望に合わせスケジュールを組む。

・振り返りを行ないながら、病状と日課への参加状況を評価し、目的意識を持って安定した生活リズムを取り戻す。

　②　病状不安定（不定愁訴・病識の無さ）

介入方法→・訴えを傾聴し、不定愁訴の原因を探り本人とフィードバックを行なう。頓服の記

入表を利用し、本人と振り返りを行う。

　　　　　・幻聴の酷い時は、職員が傾聴し不安を和らげる。間違った病識については改め

自室にこもりきりにならないように一緒に対処方法を考える。

　　　　　

＜評価＞

　どうして不定愁訴があるのか、その根本は何なのかを考える。マイナスの思考サイクルからプラスの思考サイクルへと変化できるよう、安心感を持ってもらい、出来たときの評価を適切に行う必要がある。出来ない時はどうするのか、調子の良い時に本人と決めておく。（パジャマから着替える・ホールで過ごす等）幻聴もある為、主治医と相談しながら、本人との関わり・評価を継続して行う。

３：倉石　ヨシエ様（青風荘利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

1 体重過多

介入方法→・カロリーの低いおやつに切り替える

　　　　　・生活習慣病の怖さを説明する。

2 妄想的発言

介入方法→・発言に対して傾聴し、本人の不安を受容しつつ、分かりやすい表現を用いながら不安の軽減に努める。

　　　　　・何回となく説明しながら促し、ゆっくりと待つ。

3 環境の変化を嫌う

介入方法→いつも側で見守っている事を伝え、安心感を持たせる。

　

＜評価＞

　　血液検査等のデータに異常が無いとすれば、この年齢で制限をする事に意味があるのか。生活の楽しみの一つとして、大枠を決めたなかでの支援を行う。度が超える場合は、本人と確認をしあった上で方法を検討する。保護者との面談を早急に行い、今後の方向性と段取りについて話をつけておく必要がある。腰痛に対しての緩和策を外来でも相談してみてはどうか。
